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日本近海で行われているil水調査船や無人探査機を用いた中・深層生物の研究調壷は弄常に

少ないか， 相模葡においては，遊泳性生初の一部か海底近くに特有に生息している可能性か。

これらの調査で明らかとなった。このような生物は近底駲種と言われ， 最近は海底から中居へ

の物質倫送に大きな役剤を米たしていると指摘されている。相模111においては，通常のベント

ス群集に加|え。 化学合成生物膺集が存在しており，海廠における生物量が極めて高い地点かあ

ると考えられている。これらのベントス霈集と中潜生物昨集の物質移動ｉ と。その移動の経略

を史握するのにまず必要となるのが近底潜生物膺集の極餉成，パ４オマ ス，水平分布，そして

鉛直分布の仙懶である。本研究では近|戍屬秡と思われる生物の鉛直分布を鬨べ，海駁との側係

を鉤べると共に，これまでの溜航調査のピデオアーカイプを用い，近底層碵の水平的な分布を

相模湾内と他の日本近海尚域で調べた。さらに，季節変化を把握するために，相模消初島摶に

ある化学合成生物群集付乏で３月，Ｇ月。９月，そして11 月にli われていた潜航のビデオを解

析し， 近底駟植の出現敷を淘べた。
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1. は じ め に

今 までに。 海洋科 学技衛 セ ンターの潜 水調 査船や 無人

探査擬で行って きた潜航 調査のほ とん どは， 海底付近 の

み を対象 として き た。 海 の90 ％以 上を占める中 ・深 層

の調査は非常に少なく。 なおかつ， 榻榠湾でし か行なわ

れていなかった( Ｔｏｙｏｋａｗａ ｅt al.,1997)。 しか し，1996

年から，我々は中 ・深層 生物の研究飼査に着手し，相模

湾を初め， 伊豆小 笠原海域や日本海溝な どにおいて も成

果を揚げ てい る( Ｈｕｌt ｅtal.，1997; Hunt &  Lindsay,

1998) 。そ の結 果，11 橈湾にお いて 一部の遊 泳性 生物種

が 海底 近 くに 特 有に 生息 して い る 可 能性 が出 て き た

(Hunt  &  Lindsay,  forthcoming) 。 海底付 近にのみ出現す

る 生物の存在は様々な 海城で假 告されてお り， 海敏によ

ってはそ の穐組成が翼なるこ ともII されている( ｅ.９.

Childress et al.,1989) 。そ の中で よく出現 するのは クラ

ゲ(Hartman and Emery, 1956;  Smith 1982)， 浮避性 のナ

マ コ 類(Barnes et al. ，1976) ， メ ンダコ( Ｒｏｐｅrａｎｄ

Ｂrｕｎｄａｇｅ,1972) ， カイア シ佃( Ｇrｉｃｅ,1972; Wishner,

494

1980; Ｒｏｅ. 工988) ， 十 肉 顫( Ｈａｒｇｒｅａｖｅｓ､1984; ＤｏＩ・nSlj 。

1986 廴 そ し て 魚 類(Marshall and Merrett, 1977;

Sedberry and Musick. 1978) で あ る。 こ れ ら の 生 物 は 生

物 学 的 に 興 味 深い だけ で な く 。 海 底 と中 層 同 にお け る 物

貿 移助 とい う 地球 化 学 的 なMi か ら も注|:| を 集 め てい る

(ｅ.９.Robj ｓｏｎ and Ｌａｎｃｒaft,1984) 。 そ こ で 本 研 究 で は ，

柑 模il°1に 山 現 する 近 底 層 穐 と 思 わ れ る 生 物 の 詳舶|な 深 皮

分 布 と植 組 成 を ， 異 な る 海域 と比 較 し な が ら11 』ら かに す

る と災 に ， 近 底 胴 生 物 群 集 の 季 節 変 化 に つい て も 予 備 調

査 した 。

2. 材料・方法

相模 湾における近底層種の 鉛吹分布を調べるため，

1997 年５月から６爿 にかけて「 ド ルフ ィンー3K 」 及び

「しんかい2000 」の淋航調査を行った （表I ）。「ドルフ

ィンー3K」 による調査は７回行った が，その 内の61 。Jは

1997 年５月27 凵～30 凵にかけて， 海底深度か約1,200m

である初1ぶ111の 化学合成生物群集付近において行 われ
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た。 残りの１剛は6J1281EI にII 模ト ラフ の海底深度約

1.500m で行われた。「しんかい20｛｝0」による潜航調査は，

5Jj2111 に剔膜トラフの海底跨i度約1,450m で 行われた。

和棍 湾における水平分布の愉報は， すべて５月～７月の

同に 行われた潜航によるものをJljい，和模湾以外の11 本

近海海峨での出現についても詢べた（表1）。季節変化の

情匍は相模湾初口qliにある化学合戚生物群集付近で３月

1211.6Xlj301:| ，9J12311 ，そして11 月11 1EIに行われ

ていた「ドルフィンー3K」の潜航のビデ オを解析して求

めた。こ れらの調査榊航のal絹は表1 に示されている。

3. 鉛 直 分 布

5 ～6J･j に か け て は ， 剔 榠 湾 で 琳 水 調 査 船 や 無 人探 在

機 の 潜 航 調 査 で 確 認 され て い るI･11 ・ 深 層 生 物 の 内 の5 種

類 の 生 物 は 深 度G00m 以 板 に は 川現 せ ず ， 分 布 徐 皮 が 海

底 付 近 に･ 番 高 い こ と が 明 ら か とな っ て い る(Hunt  &

Ｕｎ（lｓａｙ,rｏrlhcoming ）。 こ れ ら の 生物 の 内 ， 個 体 数 が極

め て多 か っ た のはMunnopsid ’spideｒ’ is・pod （ ミ ズ ムシ ），

Ａrelalｘ）ｄｅｍａ（仮 名 ：ヒ ゲ ク ラ ゲ ）， そし て ＣＩｏｓｓｏtａ（ク

ロ ク ラ ゲ ） であ っ た （図la ～le ）。 佃 体 数 は 多 く は な か

-ｊ た が ，black cydippid （ 仮 名 ： ク ロ ク シ ク ラ ゲ ） と

lobale sp. ａ （仮 名 ： オ オ ミミ カ プ ト ク ラ ゲ ） が11さ折 出 現

し た （図lf ～1g ）。 こ れ ら の 生物 のfttt 分 布 を 深 度 と 比

鹸 し て 尖 し た の は Ｍ ２ａ， 海 底 よ りの 高 皮 と 比 較 し たの は

|淵2b で あ る 。Iｘ【2a で は ， 海 底 深 度 か 異 な る と 川 現 深 度

が 唆 化 す る が ，600m 以 浅 に は こ れ ら の 和Si は 出 現 し て

い な い こ と が 分 か る 。M2b で は 。 こ れ ら の 生 物 の 川 現

数が 一冊多 か
り た
の は 海 底 付 近 であ る こ と が 分 か る 。 相

検l ヽラフ の 海 底 深 皮 約1.500m で 行 われ た 「 ド ルフ ィンー

3K 」$  327  M 潜 航 調 査 で は ， 海 底 付 近 に30 分 航 走 し て

い た のに も1刪わ ら ず ， ミ ズ ム シは･|･Q し か 観 察 で きな か

-J た 。 ま た， クロ ク シ ク ラ ゲは ま９ たく 川現 し な かっ た

のに 対 し て，III’jじ ク シ ク ラ ゲ の や1111で あ る オ オ ミミ カブ

ト ク ラ ゲは ， こ の 潜 航 に し か 川 現 し な か っ た。 こ の相 違

は 深 度 に よ る もの な の か 。 そ れ と も 化学 介 成 生 物 召 集 の

有 無 や 堆 積 物 の 貿 に よ る も の な の かは 現 在 の デ ー タ 数 で

は,i･ え な い 。 棚 模 ト ラ フ の 海 底 深 度豹I,450m で 行 わ れ

た 「し ん か い2000 」 第9451111 潜 航 調 査で は 。海 底 付近 で

10 分 ほ ど 航 走 し ， ク ロ ク ラ ゲは10 個 体 以|･｡ 確 認 で き，

ク ロ ク シ ク ラ ゲは ３個 体111 現 し てい た。 し かし 。 ヒ ゲ ク

ラ ゲの|11 現 数 が ２個 体 と 少 な く 。 海 底 付 近 に は ミ ズム シ

は ま･j た く111 現 し な か 。た 。 ただ し。 高|髭250m ヽ 匐Om

の| 川に は 。 ミ ズ ム シ が11 佃 体 も 川現 し て い た こ と で。

こ の 種 類 に| 剄し て は 底 貫に よ９ で 川駁 数がｌ 鈍 す る こ と
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よりは， 鉛直分布は深 度によって 制限 されている可能性

か 泣い と考えら れる。 また，「かいこう」第46 回潜 航調

韲 におい て， 海底 深皮が3,800m で あっ た南海ト ラフの

海域で， ミ ズムシが深度800m で 出現して いたこ ともこ

れを裏付けてい る。 とは言え，こ のミズムシが海底まで

昨りて堆 積物の上を歩 き回り，エサに出会っては摂餌す

る場而が確認されてお り， また自分 の脱皮殼を水中で振

り払おう としている場 面も確認されているので（Ｕｎｄsａy，

personal  observation), ミズムシの鉛直分布は複雑な要因

によって決まって くる 可能性が指摘される。 クロ クラ ゲ

についても「しんかい2000 」 第945 回 潜航調 査では， 鳥

度700m まで 川現してい たこ とも近底暦種の生態の複 雑

さを指摘している。

４. 水 平 分 布

５月 ～７月に か け ては ，近 底 層 生物 群 集 の 組 成 は 場所

に よ っ て異 な ってい た( 闊3) 。 い ず れ の 種類 に 閥 して も

湾 奥 のl,{}00m 以 浅 では 確 認 でき な か っ た。 ク ロ クシ ク

ラ ゲ の水 平 分 布屬 囲 が一耆 狭 か っ たか ， 相対 的な 個体 数

で は ミ ズ ム シ，ヒ ゲ クラ ゲ， クロ ク ラ ゲに比 べ 少ない の

で ， さら に 調査 を 爪 ねる こ と でこ の 分 布範ll が 広が る 可

僮 性 は あ る 。

ミ ズ ム シ の水 平 分 布範ll は 最 も広 く， 海底 がほ と ん ど

岩 石 で殿 わ れる 場 所 に も。 分布 し て い た。 潜 航調 査に よ

り て ミ ズ ムシは|:| 本 近 海 で 相模 湾 ，|匆海 １ラ フ，そ し て

|匈 四丿肛j の 喜界 鵬il】Iで ，3 つ の 海域 で確 紹 できた( 図4) 。

喜 界島illlの ミ ズム シの 種 類 は， 相 模湾 の海 底 近 くに･･ 薈

よ く 川 現 する Ｍｕｎｎｅｕｒｙｃ叩 ｅ sp. li( Ｆｉｇ.10e: Marshall

and Diebcl, 1995) と 異 な っ てい た。 利筏 湾 に もこ の

Munneurycope sp.  n と 別 の種 類 も分 布 してい る と 考え ら

れ てい る( 菊 池 ・戸lll， 私 Ｕ) 。 し かし ， 現在 の デ ー タ

数 で は鉛|rl[的 な 樋 み 分けな どjlｼ心 分 布 の 相違 は 認め ら れ

な い 。|勿 海 トラ フ の深 度S00m に 分 布 し てい た ミ ズム シ

の郤 は 不 明 であ る。

ヒゲクラゲとクロクラゲに関しては図４に記されてい

る相模湾以外の海域のいずれにおいても暦飢洲介では確

,はで きていない。また，丙祇とも海底がyt石で莖われる

鳩所では確認されていない。

5. 季 節 変 化

近底刈飜で川現個体数が多かったミズムシ．クロ クラ

ゲ．そしてヒゲクラゲの相対的な叫体数を調べた（閥5 ）．

その111で611 を除いて最も高かｰ･たのは． ミズムシであ

･j９５
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図l ll 狡 湾 に よ く 出双 す る 近 駁 層 錢.(a3 ミズ ム シの 悪 態 ． 頭 部 は 上左 ，(b)in ｓilｕ にお け る ミ ズ ム シ.( ｃ) 海 底 近 く のli 止 両 面 ，

(d) ヒゲ クラ ゲ ，(ｅ) クロ ク ラ ゲ ．( ロ クロ タ シ タ ラ ゲ ，(ｇ) オ オ ミ ミカ ブ ト ク ラ ゲ

Fig. I Collmon belllIopel 昭ｉｃ ａｌｉｌｉｊｓ lllm Sagallj Bay. 卯 Ｍｏゆ】１０１Ｑｇｙｅｆａｆｌｕllllcμid' ｓlider ゛i匐ｐｃｄ，(b)in ｓitｕｓ411Lofall ｕllnop5111

jｓclｘ}d，(c)ｓｃｔｎｅｌrｌｍtｈｅ ＲＯＶyD01phil-3Kal ・111111deefSm ，叭ｊＡｉｃtａｐｏｄｅ佃a sI,.，le) Ｃrx3ｓｓ4]ｔlｓp･，(O (he black cy<fippiri

cllnopher ｌ,(ｇ)Iobaleclenepbor ｅsp, ａ.

Ｍ ２ 近 底 層 耗 と・ わ れ る 生 物 の 】9!X冫年5jj ヽ6jl に おけ る 鉛 ㎡IC分 布｡laj 深I 支に よ る もの ． Ｕ)ｊ μ| 犹に よ る も の

Fiμ｡2 'I'11{･ｖeliiahligl･iblllil,11ｓのlpriJpoｓi･dl}elllll,JI。･llgi,･。i,。lsillSS｡mi Itay during  May-Juii<･ lg!37. {ａμIcajl･ding10,1elllll fl･。11

1hesllr６ｃｅ.41}】;････nlingl｡allillldt･ alJ｡v,･111(･b。uoin.
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1113 近 底 肋 種 と 恩 わ れ る 生 物 の51j ～ ？川 の 刳l俔 跨 に お け る 水 ’|!分 布。（ａ） ミ ズム シ，（b ） ヒ ゲタ ラ ゲ｡ （ｃ） クロ ク ラ ゲ，（d ） 夕

ロ ク シ ク ９ ゲ

Ffc.3 The  horizontal  distributions of lellkl ）ｅｌａｉ ｃａｎｉ叩l ｓi●Ｓ 粐lni Bay dulillg ihc MlyJ 吻peiiod. （ａ）1。･I11I1・ｐｓjd･ｓμder ’isoped.

向Al ｔl叩ｏｄｅｍａｓｐ.，（ｃ）Ｃrｌｓａｌａsp.｡61 ）lhe black cydippid clrno]･Iiore

つた。 海底を航走中に確認できる ミズムシの個体数の割

介は3Jj1211 には83 ％で雌も多く，9 j11231Hこは69 ％

で|ljぴピ ークを示した。11j11111 には ミズムシが占め

るｓI介は47 ％であ り. G  JJ 30IIには29.5％で･ 冊低か９

たのに紂し，ヒゲクラゲの刊介は3J1 1211 く約1 ％）と

9Jj2311 （豹２％）には最も低く，6113011 （29.5％）と

11 Jill II <24.5%) にピークがあり， ミズムシと逆のパ

ターンを示した。 タコクラゲの個体数は3  J] 12IH こは

15.6％で最も低く, 6  J] 3011には41 ％とピークを示し，9

JJ 23. IIと11JJ11  Hには29 ％と28 ％であ,Jた。どの季節

において もヒゲクラゲがIliめる割合よりはクロ クラゲの

割介のみがlaか。た。

6. お わり に

以llの ような研究結叫は相模湾における近底別種の生

jAMSTEC  J. Detip Sea Ｒｅｓ.，１４０９９８）

態の複雑さを示している。その生製を明らかにするのに，

また,その生驤が物質移動に関わる程度を定最するのに，

近底川種の分布やバイオマ スの季節変化に関するデータ

の蓄積が雌も爪要であると考えられる。そのためには，

潜水調在船や無人探査機の企ての潜航において．ａ 度

1(xlmよりビデオの搬影を行うことか彖もｲr力であろう。

馥　　 辞

本研究を遂行するにあ たり，海洋愕学技 術セッター海

洋唯迴・環境研究部及ぴ深海研究 部各位，11 本海洋｀Jf･業

｛株｝の観illl』技術Ｕの 方々，「しんかい2000 」運航チ ーム，

「ド ルフｆﾝｰ-3K 」操穣斑，「かいこ う」抛 縦班，「なつ

しま」及び「かいれい 」乖繊11 の皆様には 調査にご 協力

いた だいた。 また， 多くの 方々か「しんかい2000 」
や

IIド ルフ １ン3K 」で 得た画像記鍬の使jljを,認めてい た

４８7



図・ 柵 航 調 査 に よっ て 確 認で き た ミ ズム シ のll 本 近 海 に お け る 出 現 滋 域 。Ｏ:111 現 肇Ｊ ． ｘ ： 川 現 未 確 認

Fig.ISﾐJmenible ｓighlilgs ｏｌ munnopsid i ｓ卯e41s ill arｅａs ａrｌｌ,ld Japan. Circles denote submersible sighting*. Crosses ｉ ａｌ no

ｐｏsidｙｅｉｄｅｎａ ｃａ６０●ｓhaｖｌ ｂｅｅ●ｍａｄｅ

聞5 1.100 ～1,闔Om の 近 城 削 で11 も 多 く|||駁 す る ミ ズ ム シ 。 ク ｏ

クラ ゲ 。 そ し て ヒ ゲ タ ラ ゲ の 相 対 的 な 個 体 數 の 割 合 の 季 卸

変 化

ドfe. 5 Seasonal variation in lhe relali､ ｅ ａｂｌｌｄａ●ce5 Qf the three

ｌｌｏslca ●〔・on llellthoptl叩ｋｕrｇｓliｓJ11silllhe l,l仭1. Ｓ〕Oj・

d｡lllhrａｌｌｅｏｆＳ｡｡m;lbu

だいた。以 上の方々に心より感謝する。
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